














開催日：2018 年 11 月 10 日（土）13:30－17:00 
会 場：名古屋市立大学・北千種キャンパス







































































 最後に著者が担当した。1 題目の中楯氏と 3 題目の花田
氏の講演でも紹介された行動観察調査の考え方と手法に
ついて、名古屋市内の 2 つの街区公園における幼少の子ど
もを連れた母親の行動観察調査を事例に、紹介した。まず、
先行研究の知見を利用した行動観察の着眼点と最終的な
目標の設定、観察項目の決定までの流れを解説した。その
あと、インタビュー調査と行動観察の調査結果を示しなが
ら、母子の滞在場所や滞在時間、子どもの遊びと母親同士
のコミュニケーション発生を指標に、公園利用が母親にと
って気分転換になっていることや、気分転換の要因の 1 つ
が他の母親とのコミュニケーションであること、コミュニ
ケーションが発生するためには、同時に 2 組の親子が同じ
遊具で遊ぶ必要があることなどを紹介した。最後は、研究
の知見を踏まえた上での公園計画の提案で締めくくった。 
 講演後の質疑では、参加者の実体験をもとにした今後の
公園のあり方に話しが及んだ。 
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